
　ジェルトロンを使用した患者さんは要介護４、５であり、意識は明瞭
ではなく、寝たきりで日常動作のほとんどが全介助であった。
　体位変換は定期的にヘルパーが行っている。また、半分以上の割合で
嚥下障害があり、胃瘻などからの経管栄養が行われていた。その結果、
褥瘡が発生した患者さんは一人もいなかった。
　ジェルトロンは沈み込みが少ないので、廃用症候群で力が弱くなって
いる患者さんが、弱い力でも動きやすいマットレスであり、また、ずれ
を吸収する機能もあり、褥瘡発生要因の重要な要素とされる「ずれ力」
を減弱する点も、上記の使用例に褥瘡が発生しなかった理由の一つであ
ると判断される。　

この事例のように 4 月 26 日から 10 月 25 日までの、夏シーズンを超えて治癒することは非常に難しいことです。
しかしジェルトロンマットレスは体圧分散だけでなく通気性やずれ・ねじれの吸収機能特性を活かすことによって、
画期的な結果を得ることができました。

で褥瘡（床ずれ）が治癒した事例ジェルトロンマットレス「スーパーエクシード」

「現在、床ずれに対する不安や心配を感じておられたり、今すでに床ずれで苦しんでおられる方々に少しでもその悩みの解決のお役に立てるので
あれば是非参考にして頂きたい、という思いで写真を公開させていただくことと致しました。」

ご使用者ご家族から頂いたコメント

１）　この仙骨部の床ずれ（写真➀）は、ある病院施設に於いてステージⅣの状態になり、転院をした際に転院先の病院で
　　 家族は初めてこの状態を知ることとなった。

２）　黒色壊死部の切除（写真➁、➂）を行った後（写真➃）の２００８年４月２６日より「ジェルトロンスーパーエクシード
　　 マットレス」を使用開始。

３）　３ヶ月半後の８月８日の時点（写真➅）でかなり回復している。夏の時期は汗による蒸れによって床ずれは再び悪化
          することが多いが、ジェルトロンは通気性に優れているため確実に回復が進んだと考えられる。

４）　使用開始より半年後の１０月２５日の時点（写真➇）で治癒したとの診断を受けることができた。

  ※この半年間、２～３時間ごとの体位変換の実施と一日1,200kcalの栄養を投与。

ジェルトロンの機能特性として、「通気性と除湿性に優れている」こと、「体動や体位変換、そして背上げ時に発生する
ズレやねじれの力を吸収できる」ことは他に類をみない画期的な特性であると認識しています。
床ずれ防止用具に必要な機能を考える時、体圧分散性だけではなく、「ズレやねじれの力を吸収できる」ということが
非常に重要な機能であると考えています。


